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令和 7 年（ワ）第561号損害賠償請求事件

原
被

告
告

エンプレム札幌清田管理組合

日本システム企画株式会社

> 

証拠説明 書

令和8年5月 15 日

札幌地方裁判所民事 3 部 3係御中

原告訴訟代理人弁護士 渡
園嗣

能史．nc難請
＼起鬱

_) 

.. 

副
本
直
送
済



号証
標 目 作 成 作成者 立証趣 ヒニ』 備考
（原本・写しの別） 年月日

日

甲 15 平成30年度臨時総 写し H30. 10月 原告 (7頁の 本件契約前にパイプテク
会議案書 作成者は被 ター設置に関する臨時総会

告） が開催された事実、及び、
同臨時総会の議案書に、被
告が作成したパイプテク
ターに関する書面が組み込
まれており、同書面におい
て、日本や諸外国で特許を
取得している商品であると
の説明が記載されている事
実

ヽ



召ゃしぢ

令和 7 年（ワ）第 5 6 1 号損害賠償請求事件

原告 エンブレム札幌清田管理組合

被告 日本システム企画株式会社

一

甲第 1 5 号証
ヽ

札幌地方裁判所民事第 3 部 3係御中

上記原本正写いたしました。

) 
弁護士渡 能

附l1年
史歪珪誼）
デ宣

本
直



甲第／5 号証

［平成30年度］

臨時総会議案書

日 時：平成30年10月288 （日）午前 10 時より

湯 所：当マンション集会室

エンブレム札幌清田管理組合



臨時総会次第

I.開会

2．理事長挨拶

3．総会成立宣言

4．議長選出

5．議事録署名人の指名

6. 議事

第1号議案赤錆防止•更生装置設置の件

7. 閉会

)
-

-l -



第1号議案赤錆防止•更生装置設置の件

当マンションも外壁・屋上等の建物躯体に関する更新工事は適時実施してい

るが、築年数 28 年を経過し給排水管などの更新をしなければならない時期とな

りました。 然しながら一般的な給排水管更新工事では多額な費用が掛かるうえ

（規約により室内配管の更新は個人負担）工事中には断水や入居者の立ち合い等

（一戸 4 日間程度）かなりの入居者負担も掛かるので、これらの負担を軽減すべき

工法が無いかを探求したところ、給水管の赤錆を黒錆に転換し給水管を改めて交

換しなくても現在の給水管を長期に渡り延命できる工法(NMRパイプテクタ

ー）があることが分かりました。 更なる情報を集めると全国的に北海道を含め多

くの実綾が有り、効果を上げている事も判明したので、当マンションの給水管更

新をNMRパイプテクターで行う事を理事会で決定し、この程本臨時総会に工事

実施計画を提案する運びとなりましたのでご審議の程よろしくお願いします。

記

(1) 主な工事項目

・給水管に赤錆防止•更生装置 (NMRパイプテクター）を設置する。

(2) 工事予算

・工事予算： 税込 7, 000, 000 円

（工事費税込： 6, 808, 104 円＋予備費 1 9 1, 8 9 6 円）

(3) 工事期間

•平成 30 年 1 1 月 1 5 日～平成 3 0 年 1 2 月 20 日の間で 1 日で設置する。

(4) 工事施工業者

・日本システム企画株式会社北海道支店（札幌市中央区北 5 条西 25 丁且）

・資本金： 2 億 8 千万円 ・完工高： 8 億 7 千 9 百万円

(5) 理事会への一任

工事実施段階でのやむを得ない工事範囲及び仕様の変更、予備費の範囲内での

追加工事等の細部決定は理事会に一任する。

(6)工事支払い及び修繕積立金取崩しの件

①工事費の支払いは完成引き渡し 1 ヵ月以内に全額支払いとする。

②支払い資金は修繕積立金会計 7, 000, 000 円を取崩し充当する。

以上
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マ
ン
シ
ョ
ン
総
水
管
更
新
費
用
を

1
5
5
1
-
1
0

に

削
減
余
っ
た
費
用
を
不
動
産
価
値
向
上
に

一
命
欝
問
覇
を
安
心
•
安
全
・
低
コ
ス
ト
で

解
決
す
る
「NM
R
バ
イ
プ
テ
ク
タ
ー
」

修
緒
積
立
金
の
使
い
方
と
し
て
建

物
・
外
壁
の
補
修
の
ほ
か
、
配
管
の
取

替
え
な
ど
の
工
事
が
あ
る
の
で
す
が
、

当
社
は
配
管
取
替
え
費
用
を
劇
的
に
抑

え
ら
れ
る
「N
M
R
パ
イ
プ
テ
ク
タ
ー
」

と
い
う
赤
鉗
防
止
•
更
生
装
艇
を
阪
売

し
て
い
ま
す
。

「N
M
R

パ
イ
プ
テ
ク
タ
ー
」
は
、

配
管
を
覆
う
よ
う
に
外
側
か
ら
装
匝
を

設
骰
す
る
だ
け
の
た
め
、
断
水
を
伴
う

よ
う
な
工
事
は
不
要
で
す
。
ま
た
、
水

と
装
慨
が
直
接
接
触
し
な
い
た
め
、
安

全
性
も
高
く
、
病
院
や
学
校
、
行
政
施

設
な
ど
に
も
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
期

待
耐
用
年
数
は
股
個
よ
り
4
0
年
以
上
。

製
品
の
l
O
年
間
保
証
だ
け
で
な
く
、
設

置
前
の
内
視
鏡
調
査
と
設
置
一
年
後
の尋給水系統（マンション・ビル）

NMR 1;ll器水匿

.• 

給水
｛江―

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
設
置
後
の
調

査
で
効
果
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は

原
状
復
帰
の
う
え
全
額
返
金
の
保
証
を

粟
界
内
で
唯
一
実
施
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
今
ま
で
一
度
も
返
金
を
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
度
成
長
期
か
ら
パ
プ
ル
期
に
建
て

ら
れ
た
オ
フ
ィ
ス
ピ
ル
・
病
院
・
学
校
・

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
、
建
て
ら
れ
て
か

ら
何
十
年
も
経
っ
た
こ
と
で
経
年
劣
化

這メーター受水梧掲水ポンプ

NMR=lii) N碑バイプテクター

老
朽
化
す
る
建
物
と

一
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
へ
の
思
い

雇
』
.1 
..r 
ふ
f
f
.

ぷ

W
.
-
•

f
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．
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禽

ペ
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の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
適
切
な

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
施
せ
ば
建
物
本
体
は

約

5
0
年
は
使
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
大
切
な
絵

水
·
給
場
・
空
濶
冷
温
水
に
欠
か
せ
な

い
配
管
は
2
0
年
程
度
で
先
に
寿
命
を
迎

え
て
し
ま
い
ま
す
。
配
管
の
劣
化
は
目

に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
進
行
す
る
こ
と

に
加
え
、
管
内
に
発
生
・
進
行
し
た
赤

錆
が
水
に
消
け
出
し
て
水
の
お
い
し
さ

を
損
ね
た
り
、
ネ
ジ
が
腐
食
し
て
緒
合

箇
所
よ
り
漏
水
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
4
1
5

階
建
て
で
エ
レ
ペ
ー

タ
ー
の
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
事
例
で

は
、
住
み
始
め
た
頃
は
現
役
惟
代
で
経

済
的
に
も
肉
体
的
に
も
間
薙
の
な
か
っ

た
住
人
の
方
々
も
、
数
十
年
住
ん
で
い

る
と
老
後
を
迎
え
て
年
金
生
活
を
し
て

い
る
世
帯
が
増
え
て
き
ま
す
。
足
腰
の

衰
え
か
ら
エ
レ
ペ
ー
タ
ー
を
新
設
し
た

い
と
す
る
希
望
者
が
増

え
て
い
る
時
期
に
、
大

規
模
修
総
で
配
笹
取
り

替
え
に
多
額
の
腺
用
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
新
設

を
諦
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
を
「N
M
R

パ
イ
プ
テ
ク
タ
ー
」
な

ら
、
配
管
の
取
替
え
工

マンション修繕絹〈別冊〉 124 
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設臨前

細加工された
南部鉄瓶

去給水匿紹ぎ手駆分

l!li面イメージ図

事
と
比
べ
て
1
1
1
5

i

u
oの
費
用
で
配
管
を

蘇
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
エ
レ

ペ
ー
タ
ー
の
他
に
、
屋
上
防
水
や
宅
配

ロ
ッ
カ
ー
の
新
設
、
ロ
ピ
ー
を
き
れ
い

に
す
る
こ
と
や
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
を
新
設

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
不

動
産
価
値
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

コ
ス
ト
の
大
幅
削
減
が
実
現
で
き
る

理
由
は
、
装
置
を
設
置
す
る
だ
け
で
大

掛
か
り
な
工
事
が
不
要
の
た
め
、
そ
の

分
の
資
材
黄
や
人
件
袈
が
削
減
で
き
ま

す
。
事
実
、
給
水
管
の
楊
合
は
配
管
取

替
え
工
事
の
％
iu
o、
空
調
管
（
空
調
冷

温
水
管
）
はU
O
I％
の
翡
用
で
済
ん
で

言
h

タ
ー
」
を
使
用
す
る
と

し
ま
い
ま
す
。
取
り
付
け
後
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
も
か
か

ら
ず
、
赤
銹
を
黒
錆
（
南
部
鉄
器
や
中

器
・
器
な
ど
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
昔
か
ら

使
わ
れ
て
い
る
水
に
笛
け
な
い
固
い
結

晶
）
に
変
え
る
た
め
、
配
管
強
度
も
向

上
す
る
の
で
す
。

赤
鉗
が
発
生
す
る
原
因
は
、
鉄
が
水

中
の
水
分
子
と
酸
素
に
よ
っ
て
酸
化
す

る
た
め
で
す
。
赤
錯
は
水
に
溶
け
や
す

く
、
大
き
く
膨
張
し
て
給
水
管
維
手
部

な
ど
の
閉
塞
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま

す
。
当
社
が
着
目
し
た
の
は
水
中
に

元
々
あ
る
自
由
龍
子
の
活
用
で
し
た
。

配
管
内
を
流
れ
る
水
に
特
定
波
長
の
篭

磁
波
を
当
て
る
こ
と
で
、
赤
鉗
を
遠
元

し
て
黒
鎧
に
変
え
て
し
ま
お
う
と
考
え

た
の
で
す
。

「N
M
R

パ
イ
プ
テ
ク
タ
ー
」
設
置

前
と
後
の
内
視
鏡
調
査
か
ら
配
管
の
防

錆
効
果
に
対
す
る
侶
頼
を
得
て
、
数
多

く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
ヘ
導
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
防
錯
に
対
す
る
学
術
的
根
拠
の

裏
付
け
と
し
て
、2
0
0
3

年
の
大
阪

大
学
で
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
防
錆
学
会
や

2
0
0
5

年
発
行
の
日
本
防
鉗
技
術
協

会
の
機
関
誌
に
て
「
N
M
R
バ
イ
プ
テ

ク
タ
ー
」
の
防
食
技
術
の
論
文
を
発
表

水
の
中
の
自
由
電
子
で

一
・
還
元
を
促
す
独
自
の
仕
組
み

し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
行
政
の
管
轄

す
る
工
業
試
験
楊
で
の
防
錆
試
験
や
導

入
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
内
視
鏡
調
査

写
真
の
提
示
な
ど
、
設
麓
後
の
客
観
的

な
効
果
実
証
を
公
明
正
大
に
行
っ
て
い

ま
す
。

確
か
な
効
果
実
証
を
董
ね
国
内
外
で

了
。
。
棟
も
の
実
績
を
積
む

「N
M
R

バ
イ
プ
テ
ク
タ
ー
」
は
多

く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
導
入
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
民
問
施

設
か
ら
実
敏
を
増
や
し
、
病
院
、
水
道

局
な
ど
公
共
施
設
で
の
設
置
や
実
証
試

験
な
ど
も
進
ん
で
い
ま
す
。
国
内
外
で

約
4
.
0
0
0

棟
の
実
績
が
あ
り
、
特

に
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
パ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮

殿
や
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
を
は
じ
め
、
ハ

ロ
ッ
ズ
（
デ
パ
ー
ト
）
・
英
国
放
送
協

会

(
B
B
C
)・
マ
リ
オ
ッ
ト
や
ヒ
ル

ト
ン
な
ど
の
ホ
テ
ル
、
直
近
で
は
大
英

博
物
館
へ
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
社
が
掲
げ
る
社
是
、
「
環
榜
と
健

康
に
役
立
つ
商
品
を
提
供
し
、
社
会
に

貢
献
す
る
」
を
体
現
し
た
「
N
M
R
パ

イ
プ
テ
ク
タ
ー
」
が
、
管
理
組
合
様
の

多
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
に
今
後
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

-

日本システム企画株式会社
〒151-0073 東京都渋谷区笹塚2-21-12
ft03-3377-1106 

http://www.jspkk.eo.jp/ 

設四12:カ月後

125 マンション給排水モデル事例集

⑱内視鏡調査赤錆閉塞揖影写真例

贔
呻

....... 

内視錢図歪は主に給水旨の国水器（水道メーター）．トイ⑳筵手印など
で調査を行っています。

参考写真涸入時渠21年マンション（褐岡県北九州市）
給水配百紐手邸ぼ畔印接合部）
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2018年（平成30年： 3 月 1 5 日サ•木窄日 a、

約
辺
年
お
き
に
必
要
と
さ

れ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模

修
。
と
り
わ
け
琶
塁
か

“
□0
"
"
 

蒻
の
導
入
で
大
掲
冨
蘊

屠
婁
＜
し
た
り
、
修

9

延
ば
し
て
「1
回

パ
ス
す
る
」
な
ど
の
取
り
組

み
が
広
が
っ
て
、
る
と
い

岱

う
。
番
念
信
子
）

外
断
熱
改
修

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
な
ど
で

つ
く
るN
P
O
法
人
北
要
坦
マ
ン

シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
（
要
盤
回
・
札
幌
）

に
よ
る
と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外

壁
の
外
側
に
断
熱
材
を
貼
る
「
外

断
熱
改
修
」
が
徐
々
に
広
が
っ
て

い
る
。

冬
ほ
暖
を
、
夏
は
コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
直
粗n
光
が
当
た
ら
な
い

た
控
罪
し
い
。
外
壁
に
断
熱
材
を

貼
る
こ
と
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐

久
性
が
高
ま
り
、
約
U
年
お
き
の

大
規
模
修
繕
の
際
に
行
わ
れ
る
外

9

の
頻
度
を
「1
ー
2
回
減

マンション上手に修繕
ら
せ
る
」
（
同
ネ
ッ
ト
）
利
点
が

あ
る
。
追
「
省
垣
毘
に
効
果8

が
あ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
Q
文
産
価
『

讐
向
上
す
る
」
、
す
る
。
・
一

外
断
懇
6

員
に
エ
喜
行
一

う
の
が
碧
志
だ
が
、
匿
器
格
が
i

—— 

高
く
な
る
た
め
、
そ
う
し
た
物
件
―
.
i

は
限
れ
て
い
る
。
一
―

お
盗
箆
籍
に
合
わ
せ
て
外
断
．
｛

i
t
"
"
~
い
か
月
[
­

ど
、
施
工
内
容
に
よ
り
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．
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隼
法
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

で
、
黎
霞
軍
『
る
手
法
の

ー
つ
に
「
電
子
工
法
」
を
挙

げ
て
い
る
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た
だ
し
、
さ
び
に
よ
る
腐
食
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極
度
に
進
ん
だ
配
管
へ
の
設
置
は

「
難
し
い
」
（
同
社
）
た
め
、
管

の
交
換
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必
要
だ
。

「
築3
5
年
の
壁
」

マ
ン
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ョ
ン
の
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規
模
在
膝
E

で
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般
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に
1
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あ
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0
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万
円
か
必
要
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物
や
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中
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係
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で
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「
築
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年
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と
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=
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葉
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目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
ヤ

き
た
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子
防
錆
工
法
ー
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2

回
目
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で
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模
修

繕
が
で
き
た
と
し
て
も
、
3

回
目

漿
管
の
塚
合
は
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赤
さ
び
に
．
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迎
え
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築
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頃
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修
総
積

よ
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知
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M
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イ
プ
テ
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さ
び
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わ
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．
管
至
臼
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立
金
か
底
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き
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2
0
＼
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で
の
交
換
合
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と
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置
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化
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な
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て
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で
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必
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れ
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。
た
。
装
置

3
台
了
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g1
2
0
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い
う
ー
図
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ず
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空
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琴
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増
え
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修
繕
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見

マ
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ョ
ン
「
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ス
モ
ピ
ュ
1
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円
と
当
初
計
画
の1
割
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で
は

1
9
9
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年
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ら
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送
ら
ざ
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を
得
な
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い
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況

霊
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逗
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‘
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簑
霞
立
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の
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―
幸
始
め
、
J
R
タ
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6
7
戸
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萱
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築
割
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ら
せ
た
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i
―
―
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ル
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か
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安
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し
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2
6
年
だ
っ
た
5

年
前
、
給
水
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の
長
。
ど
、
約

6
2
0
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設
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入
済
み
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な
視
野
で
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金
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確
保
す
る

釜
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計
画
し
た
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開
発
し
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日
本
シ
ス
テ
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画
だ
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価
格
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1
台
1
6
0
万
S
3

か
ー
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い
う
知
恵
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取
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組
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唇
の
贔
も
り
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贔
4

（
棗
）
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よ
る
と
、
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置
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給
0
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万
円
塁
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マ
ン
シ
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ン
に
長
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千
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っ
た
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そ
の
後
、
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磁
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付
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と
、
水
中
に
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0
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波
で
給
水
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す
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修
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ン
シ
ョ
ン
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マ
ン
シ
ョ
ン
の
給
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筐
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付
け
ら
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置
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央
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も
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札
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市
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の
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ス
モ
ピ
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ー
豊
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霊
璽
肩
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•源沿E9こ外回蜘碑を＇．
行った札幌市中央区の
マンション。筐理組合
によると、冬場の暖房
費は平均32％減少した
という

マンションの給水管
特定の電磁波により発生した自由電子が赤i
さびと結び付き．黒さびに変える

od自由電子 黒さび
0 .... .o 

※日本システム企画の資料による



平成 30 年 3 月 14 日

【エンブレム札幌清田給水配管】
"NMRパイプテクター’'と“共用部配管更新工事”

比較資料

日本システム企画株式会社

拝啓 貴社益々ご清栄のこととお慶ぴ申し上げます。

標記の件に付きまして、下記の通りご報告申し上げます。

敬具

記

"NMRパイプテクター'’ と共用部配管更新工事の比較

NMRパイプテクター 共用部配管更新工事

費用 631 万円（税抜） 約 3,240 万円（税抜）
（※専有部は別途費用が加算）

40 年以上
20 年＊

耐用年数 （メンテナンス・
（下記資料によると、配管の耐

ランニングコスト不要）
用年数は 20 年とされており、

20~毎に対策が必要）

工期 1 日間 2 ヶ月間

保証 設置日より 10 年間

断水有り （各戸 2~3 日間）

断水の有無 断水無し （不断水工事の場合、

費用が余計に掛かる）

＊財団法人建築保全センター「建築物のライフサイクルコスト」 (1993 年経済調査会）
＊社団法人建築・設備維持保全推進協会 (BELCA) 「LC 評価データ集（改訂版）J (1999 年）
2 点の資料とも、配管の耐用年数目安は 20 年。

9
 .. 
,.,.,'ｷｷ 
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"NMR パイプテクター”の特長その他詳細は以下の通りです

［エンブレム札幌清田」の場合 j 

1.特長

(1) 費用は配管更新（取替工事）に比べて 1/5程度と大幅に削減されますn

※配管更新（取替）費用と比較した場合の“贅用対効果”。

※修繕積立金の節約。

(2) 配管寿命を建物寿命まで長期延命が可能です

※外部からの腐食がない限り、建物を建替えるまで配管更新は不要となります。

※長期修繕計画から給水管改修項目を削除可能となります。

(3) 効果保証付です。

※工事後に配管内の防錆効果を確認し効果を証明します。

※万が一効果が出ない場合には現状復旧し全額返金保証付です。

(4) 製品保証（ 1 0 年間）

(5) 配管の外部に設置するので断水工事は不要です。

※入居者の皆様の日常生活には何等支障は生じません。

※水と装置は接触しないため水の安全性は全く問題ありません。

(6) 給水管に設置することで排水管においても効果が持続し、汚れを減少させ赤錆の進行

を遅らせます。

(7) 短所

"NMR パイプテクター’'は水を使用（管内に流水）することによって効果をもたら

すもので、従って、空部屋では悪化も停止しますが改善も進みません。

※共用管については問題ありません。

2. その他

(1) 設置時費用・· ·¥6,303,800 ー（税別）

(2) ランニとグコスト、メンテナンスコスト._..不塁！

(3) 設置場所・・・現在の給水配管の根元部分に外部設置（給水ポンプ室内での工事）

(4) 工 期· • ·-2~3時間程度（断水工事不要）

(5) 設置実績・・・マンション、病院、公共施設、学校施設、工場など約 3,900 棟以上

※内、マンション 2,850 棟以上

特許取得：日本、欧州（イギリス、フランス、 ドイツ）、米国、韓国、香港

以上

-7 -
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平成 30 年8_1lJLj日

御 見 積 書

ェンブレム札幌清田管理組合 狸．
日本システム企
北海道札幌市中央区北
TEL i:ill-68.2-7295/FAX 

下記の通り御見積申し上げます。

総 金 額 金＿6 ． 8 0 8, 1 0 4 円

物 件

納

名
期

l
御受渡福所

御支払条件

備

「エンプレム札帳清田j給水配管防錆装置＂渾Rバイプテクター’'設置工宰

ご注文後 7 日以内

零忠縣翠噂社負担

月末日締め、翌月末日銀行振込み：

考

見積有効期限 本書日付 6 ヶ月限り

鬱
醇
〇

I
 

品番 品 名 設置箇所
価格

数
金額

（円） （円）

PT-7 5DS NMRパイプテクター 75D
給水ポンプニ次側

ｷ2,950,000 1 
A棟系統給水配管

2,950,000 

CV-PT65 ステンレスラッキング65A 28,000 I 28~000 

PT-75DS NMRパイプテク・クー 75D
給水ポンプニ次側

2,950,000 1 2,~50,.000 
B 棟系統給水配管

• CV-P"f65 ステンレスラッキング 9 5A 28,000 1 28,000 

‘’ 設置工事要及び諸経要 ー式 347,800 

小 計 6,803.80"0 

消費税 50紐04-

合 計 部，808,.104
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4. 11NMRパイプテクター’'設置提案箇所
(1) 設置箇所の略図

困

給水ポンプニ次側 A棟系統
給水配管

VLP 65A 

"NMRパイプテクター'’
PT-750SX1 セット

受水槽

-_--• 

I 
. 

ｷI 


